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（2）駐輪計画 

 自転車利用者のニーズを踏まえ、利用しやすい駐輪スペースの確保や駐輪場への誘導を

行うとともに、駐輪場の整備も行い、路上駐輪の削減につなげるため、施策メニューを立

案する。 
 
【駐輪場整備の考え方】 

● 駐輪場の需要の動向は、環境、経済、健康など様々な要因が複雑に組み合わされてお

り予測が困難であるため、平成21年現在の駐輪場利用台数や路上駐輪台数を確保する

ことを基本とし、地域の実情を踏まえ必要に応じて見直すこととする。 
● 店舗利用の短時間駐輪や通勤・通学の長時間駐輪など、利用者ニーズに合わせた配置

とする。 
 
1）施策メニュー 

 
表 6-3 駐輪計画 施策メニュー 一覧 

施策 対策項目 重点度 

既存駐輪場の有効活用 ①既存駐輪場への誘導 その他 
新たな駐輪場の整備 ②新潟駅周辺の駐輪場整備 重 点 

③鉄道駅周辺の駐輪場整備（新潟駅以外の JR 駅） その他 
④まちなかの駐輪場整備 最重点 
⑤バス停付近の駐輪場整備 その他 

 
①既存駐輪場への誘導 ［その他］ 

内 容  既存の駐輪場の有効活用を図るため、駐輪場へ案内する看板を設置する。 
手 段 ・駐輪場への案内看板などの整備 
実施案 ●実施方法 

 整備した駐輪場が適切に利用されるよう、駐輪場のわかりやすい案内方法を検討する

とともに、自転車利用者が訪れる施設の管理者等と協力して、駐輪場の場所を案内看板

等で周知する。 
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②新潟駅周辺の駐輪場整備 ［重 点］ 

内 容  交通事業者等と連携し、新潟駅の通勤・通学などの長時間駐輪を行う駐輪場を確保する

ために、新潟駅周辺の鉄道の在来線の高架化の整備にともなう駐輪場の整備の検討を行

う。 
手 段 ・道路上や空き空間（空地、空き店舗、民間自動車駐車場、地下空間等）を有効活用した

駐輪場整備 
・既存駐輪場の収容台数の増加 
・民間駐輪場（附置義務条例で設置した駐輪場等）と連携 
・IC タグや機械式駐輪場などの新技術導入 
・防犯性の高い駐輪場整備 

実施案  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石宮公園地下 
自転車等駐車場 
(967台) 

新潟駅南口第 1 
自転車等駐車場 

(300台) 

新潟駅 

 

石宮公園地下自転車等駐車場 

高架下利用イメージ 

大規模駐輪場の整備 
新潟駅付近連続立体交差事業により 
生まれる高架下のスペースに駐輪場を整備 

 

【整備の考え方】 
 新潟駅の立体化事業により生まれる高架下の
スペースを活用し駐輪場を整備する。 
 

【新潟駅周辺の総駐輪台数】 
既存駐輪場への駐輪台数  路上駐輪台数 

平日:3,381台 
休日:3,481台 

 平日:898台 
休日:844台 

※平成 21年 7月 14日（火）、25日（土）調査結果 

目標台数 

4,500台 

新潟駅周辺の駐輪需要と供給 

3,381

3,481

898

884

4,279

4,365

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000

平日

休日

駐輪自転車 放置自転車

(台)

目標台数
4,500台

収容台数
4,425台

現在は仮設駐輪場で運用 
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③鉄道駅周辺の駐輪場整備（新潟駅以外の JR 駅） ［その他］ 

内 容  交通事業者等と連携し、新潟駅以外の通勤・通学などの長時間駐輪を行う駐輪場を確保

するために、駐輪需要が収容台数を上回る箇所については、必要に応じて収容台数の拡大

などの策を検討する。 
手 段 ・道路上や空き空間（空地、空き店舗、民間自動車駐車場、地下空間等）を有効活用した

駐輪場整備 
・既存駐輪場の収容台数の増加 
・民間駐輪場（附置義務条例で設置した駐輪場等）と連携 
・IC タグや機械式駐輪場などの新技術導入 
・防犯性の高い駐輪場整備 

実施案 ●整備の考え方 
収容台数を上回る駐輪需要がある箇所については収容台数の拡大を図る。また、路上

駐輪が多い箇所については撤去の強化を図り、駐輪場への適切な誘導を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上記以外のその他の駅については、現在、需要を満足する駐輪場が確保されているが、

今後の利用状況を踏まえ、必要に応じて収容台数拡大や誘導看板の設置等の対策を行

う。 
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新潟大学前駅、関屋駅、白山駅、越後石山駅、大形駅の駐輪需要と供給 

新潟 
大学前駅 

関屋駅 

白山駅  
 
 
越後石山駅 

※平成 21年 9月 16日（水）調査結果 
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④まちなかの駐輪場整備 ［最重点］ 

内 容  地元商店街や交通管理者等と連携し、古町地区・万代地区の買い物などの短時間、通勤・

通学などの長時間などの利用者ニーズを踏まえた駐輪場を整備する。 
 古町地区・万代地区以外は必要に応じて検討する。 

手 段 ・道路上や空き空間（空地、空き店舗、民間自動車駐車場、地下空間等）を有効活用した

駐輪場整備 
・既存駐輪場の収容台数の増加 
・民間駐輪場（附置義務条例で設置した駐輪場等）と連携 
・IC タグや機械式駐輪場などの新技術導入 
・防犯性の高い駐輪場整備 

実施案 ＜万代地区＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【整備の考え方】 
 商業施設利用者の利便性を考慮し、小規模
な駐輪場を分散して整備するとともに、バス利用
者などの長期に駐輪する自転車は大規模な駐
輪場へ誘導する 

【万代地区の総駐輪台数】 
既存駐輪場への駐輪台数  路上駐輪台数 

平日:271台 
休日:296台 

 平日:443台 
休日:554台 

※平成 21年 7月 14日（火）、25日（土）調査結果 

目標台数 

1,000台 

万代自転車等駐車場 
(145台) 

万代地区自転車駐車場 
(168台) 

新潟駅 

放置禁止区域 

萬代橋 

信濃川→ 

万代地区の駐輪需要と供給 
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駐輪自転車 放置自転車

目標台数
1,000台

収容台数
313台

(台)

万代地区自転車駐車場 
（道路上の空き空間を活用した駐輪場） 

万代自転車等駐車場 

万代地区 

パーキングメーター駐車場や幅広い道
路の一部を活用した駐輪場の整備を
検討 
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実施案 ＜古町地区＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【整備の考え方】 
 商業施設利用者の利便性を考慮し、小規模な
駐輪場を分散して整備するとともに、通勤通学を
目的とした長時間駐輪する自転車は大規模な駐
輪場をはじめ、商業施設周辺の民間自動車駐車
場や、道路上等の駐輪場へ誘導する。 

【古町地区の総駐輪台数】 
既存駐輪場への駐輪台数  路上駐輪台数 

平日:279台 
休日:244台 

 平日:1,480台 
休日:1,617台 

※平成 21年 7月 14日（火）、25日（土）調査結果 

目標台数 

2,000台 

本町通駐輪場 
(44台) 

新堀通自転車駐車場 
(60台) 

西堀通自転車駐車場の多層化（700
台） 
西堀通自転車駐車場（280 台）を多層化し
収容台数を拡大（H25.5完成） 
 

空地を確保して整備した駐輪場 
（約 160台を予定） 

H26年度完成予定 
 

八千代橋 

信濃川→ 

新潟市役所 

至
新
潟
駅 

古町地区 

古町地区の駐輪需要と供給 

279

244

1,480

1,617

1,759

1,861

0 500 1,000 1,500 2,000

平日

休日

駐輪自転車 放置自転車

目標台数
2,000台

収容台数
(H25.5)
804台

収容台数
(H21）
324台

(台)

多層化した西堀通自転車駐車場 

空地を確保して整備した駐輪場 
商店街との協力体制による駐輪場を
検討 
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⑤バス停付近の駐輪場整備 ［その他］ 

内 容  交通事業者等とバス停付近において、バス利用の利用実態に合わせバス停への駐輪場の

整備を図る。 
手 段 ・道路上や空き空間（空地、空き店舗、民間自動車駐車場、地下空間等）を有効活用した

駐輪場整備 
・既存駐輪場の収容台数の増加 
・民間駐輪場（附置義務条例で設置した駐輪場等）と連携 
・IC タグや機械式駐輪場などの新技術導入 
・防犯性の高い駐輪場整備 

実施案 ●整備の考え方 
バス停周辺については、現状の自転車の利用実態やバス停周辺の空き空間の状況等を

踏まえ、駐輪場整備の検討を行う。 
 

【バス停付近の駐輪場整備イメージ】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

整備前 整備後 

［出典］新潟市 南区方面バス利便性向上施策検討協議会資料 

［出典］新潟市 南区方面バス利便性向上
施策検討協議会資料 
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【参考資料】駐輪場の整備形態 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

①商店街の空き店舗を 
活用した駐輪場（新潟市） 

②自動車駐車場の空きスペースを 
活用した駐輪場（新潟市） 

③地下空間の空きスペースを 
活用した駐輪場（新潟市） 

※H20新潟島地域の自転車(走行＆駐輪)環
境の創出社会実験時の様子 

⑤商業施設敷地内のデッドスペースを 
活用した駐輪場（柏市） 

⑦公園地下を活用した機械式駐輪場 

⑥集中精算型前輪ロック式の駐輪場 
（福岡市） 

④道路上の空き空間を 
活用した駐輪場（新潟市） 

※H20新潟島地域の自転車(走行＆駐輪)環
境の創出社会実験時の様子 

※H21新潟市万代・新潟駅周辺地区における
良質な自転車駐輪環境創出に係わる社会
実験時の様子 

[出典]自転車等駐車場の整備のあり方に関す
るガイドライン 

[出典]自転車等駐車場の整備のあり方に関す
るガイドライン 

[出典]自転車等駐車場の整備のあり方に関するガイドライン 
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